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ｳﾙﾄﾗﾎﾞﾙﾄ社 高精度高電圧ｱﾝﾌﾟ “HVA” ｼﾘｰｽﾞ使用方法について 
 

はじめに 

このﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄは高精度高電圧ｱﾝﾌﾟの様々な制御、ﾓﾆﾀ機能を操作する方法を説明致します。 

 

外部制御 

単極性の“HVA”高電圧ｱﾝﾌﾟ電源を制御するには0～+10VDCが必要です。HVA前面部に取付けら

れているDB15(ﾒｽ)の1番ﾋﾟﾝに10VDCﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧出力が用意されております。10VDCﾚﾌｧﾚﾝｽは制

御用としてご使用可能です。固定出力や制御は1番ﾋﾟﾝと6番ﾋﾟﾝ間に簡単なﾎﾟﾃﾝｼｮﾒｰﾀや3番ﾋﾟﾝ（非

反転）或いは2番ﾋﾟﾝ（反転）電圧制御ﾋﾟﾝのﾜｲﾊﾟｰ端子にて可能です。 

次の項目で単極性 HVAの制御概要の説明とその後に両極性 HVAの制御概要についての説明を致

します。図のように制御入力はHVA内の内部差動ｱﾝﾌﾟに供給されます。 

図1と図解で示すように制御は入力ｺﾈｸﾀの2番、3番、6番ﾋﾟﾝへの接続によって行われます。入力

はHVA内にて10MΩ抵抗を介してｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されています。6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)で内部

入力電源ｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されています。 

 

単極性 HVAの制御方法 － 正極電圧の場合 

正極電圧に対して（図1参照）0~+10VDC入力は3番ﾋﾟﾝへ接続し、6番ﾋﾟﾝにｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを接続し

ます(3番ﾋﾟﾝは内部で10MΩ抵抗を介し6番ﾋﾟﾝの内部ｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されております)。負極単極性

HVAは3番ﾋﾟﾝのVprog(+)に0~-10V或いは2番ﾋﾟﾝのVprog(-)に0~+10V信号にて制御することがで

きます。 

 

        

   図1.単極性ﾓﾃﾞﾙ(正極電圧出力)の制御 
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単極性 HVAの制御方法 － 負極電圧の場合 

負極電圧に対して（図2参照）0~+10VDC入力は2番ﾋﾟﾝへ接続し、6番ﾋﾟﾝにｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞを接続し

ます(2番ﾋﾟﾝは内部で10MΩ抵抗を介し6番ﾋﾟﾝの内部ｸﾞﾗﾝﾄﾞに接続されております)。 

負極単極性HVA出力は2番ﾋﾟﾝのVprog(-)に0~-10V信号及び6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)を3番ﾋﾟﾝに接続

することで制御することができます。 

            
 

図2.単極性ﾓﾃﾞﾙ(負極電圧出力)の制御 

 

両極性 HVAの制御方法 
両極性 HVAﾓﾃﾞﾙについては、0~±10VDC入力を図3のように接続します。負極端子は6番ﾋﾟﾝ

で接地も可能です(注意１参照)。波形出力の場合、両極制御信号は両極出力電圧として出力さ

れます。その他のVprog入力は6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)で接地が可能です。 

             
 

  図3. 両極性HVA 制御 
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電流制限調整 
電流制限を定めるには、図4に示すように0~+10VDC入力は13番ﾋﾟﾝと6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)接続し

ます。印加する信号の極性に必ず注意して下さい。電圧は必ず正極となります。なぜなら極性に

関わらず電流制限回路は電流値の絶対値を求め、その値を制限します。入力特性はｸﾞﾗﾝﾄﾞに対し

10MΩﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ抵抗を持った高ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽです。 

 
図4. 電流制限 

 

ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ 
図5に示すようにTTL出力は11番ﾋﾟﾝと6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)の使用によりHVAをｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞ

することができます。TTL出力を接続しない時、図5に示すようにHVAはｸﾞﾗﾝﾄﾞに対し10MΩﾌﾟﾙ

ﾀﾞｳﾝ抵抗によりﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙをﾃﾞﾌｫﾙﾄにしていますので注意して下さい。便宜上、ｲﾈｰﾌﾞﾙは1番ﾋﾟﾝの

Vref (+10VDCﾚﾌｧﾚﾝｽ出力)を用いることが出来ます。 

            

図5. ｲﾈｰﾌﾞﾙ/ﾃﾞｨｽｴｰﾌﾞﾙ 
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電圧・電流ﾓﾆﾀ 

図6に示すように、高電圧ｺﾈｸﾀと高電圧ﾘﾀｰﾝ端子(#6-32)間に供給される電圧と電流により、ﾓﾆﾀ電

圧はそれぞれ6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)に対し4番ﾋﾟﾝ(電流ﾓﾆﾀ)と12番ﾋﾟﾝ(電圧ﾓﾆﾀ)に出力されます。こ

れらのﾋﾟﾝはﾊﾞｯﾌｧされ、最大1mAの電流が供給出来ます。HVAがｿｰｽ電流の時、電流ﾓﾆﾀ電圧は正

極となり、ｼﾝｸ電流の時はこの電圧は負極となります。正確な電圧波形は4番ﾋﾟﾝにてｵｼﾛｽｺｰﾌﾟで見

ることが出来ます。 

電流ﾓﾆﾀ回路は狭帯域であり12番ﾋﾟﾝの波形は15Hz以下の周波数となりますので注意して下さい。

電圧ﾓﾆﾀは補償された分圧器を使用しており広帯域を持っております。 

 

    

図6. 電流・電圧ﾓﾆﾀ 

 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ電圧 
HVAは6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞ)に対して1番ﾋﾟﾝで0~+10VDC±0.05％を供給します。最大供給電流は

5mA以下となります。 

 

LED 
前面部のDB15ｺﾈｸﾀの左側に2つのLEDがあります。電源がHVAに供給された時、ｸﾞﾘｰﾝの“ﾊﾟﾜｰｵ

ﾝLED”が点灯します。HVAがｲﾈｰﾌﾞﾙになった時、黄色の“高電圧ｵﾝLED” が点灯します。 

 

高電圧ｺﾈｸﾀ 
高電圧負荷に高電圧ｺﾈｸﾀと高電圧ﾘﾀｰﾝを接続して下さい。高電圧ﾘﾀｰﾝ端子と6番ﾋﾟﾝ(ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞ)は接続しないで下さい。高電圧ﾘﾀｰﾝ端子とｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞはｸﾞﾗﾝﾄﾞﾙｰﾌﾟを避ける為に内部接

続されております。 


